




豊平
シンクタンク 教員の研究紹介 【科研費助成を受けている研究】

　大学教員は、講義だけでなく、自身の研究を行っています。こうした研究活動によって、新
しい理論・知見が発見され、これらの理論・知見を踏まえた講義が展開されることになりま
す。また、研究とは、“学問をする”ということでもあるので、研究活動それ自体が学生に対し
て学問に臨む姿勢を伝えることにもなります。
　今号では、外部資金である科研費助成を受けている花塚 優貴先生の研究 を紹介します。

科研費とは

科研費の採択率

経営学部がこれまで獲得した科研費の総額

　全国の大学や研究機関においては、様々な研究活動が行
われています。科研費（科学研究費補助金／学術研究助成基
金助成金）はこうした研究活動に必要な資金を研究者に助成
する仕組みの一つで、人文学・社会科学から自然科学までの�
全ての分野にわたり、基礎から応用までのあらゆる独創的・先
駆的な「学術研究」を対象としています。

　申請をした研究テーマが、全て採択されるわけではありませ
ん。毎年多くの研究者が科研費助成の申請を行います。5年間
での平均採択率は平均27.4％（注）となっています。

　経営学部開設以来、総数46件の研究課題で、経営学部教員が研究代表者となって総額1億5224万円の助成を受けています。
　また、他大学の教員が代表者となっている研究課題に、研究分担者として参画している場合もあります。

平均
27.4％

【１．研究の背景】
　アルツハイマー型認知症（Alzheimer's 
disease; AD）は、脳が徐々に委縮し認知機能が
低下していくことを特徴とする障害です。具体
的には（A）いつ・どこで・何をしたのかを想いだ
せなくなったり（記憶障害）、（B）今いる場所や
時間が分からなくなったり（見当識障害）、（C）
物の名前が言えなくなったり（失語・失認）な
ど、日常生活に不可欠な認知機能が損なわれる
ことが知られています。現在65歳以上の13%が
認知症と診断されており、2050年までには少な
く見積もってもこの3倍になると予測されていま
す。そのため認知症のメカニズムの解明や早期
発見は、認知症患者本人の利益となるだけでな
く介護者の負担や公衆衛生のコストを減らすう
えでも有益です。

　認知症のメカニズムの解明や早期発見のた
めに近年特に注目されているのが「こころの理
論」です。こころの理論とは他者の心を類推し、
理解する能力のことを言います。平易な言葉で
言い換えれば、相手の立場になって物事を考え
る能力と言えるでしょう。このこころの理論を評
価するためによく使われる課題の一つとして誤
信念課題があります（図）。この課題では、まず
1から4までの場面の状況について口頭で説明さ
れます。そして最終的に4の場面におけるサリー
の知識状態を推測し、「サリーは左側のカゴに
クマの人形が入っている」と答えることを正解と
する課題です。認知症患者は健常な高齢者と比
べて、この課題の正答率が有意に低いことが示
されています。しかし一方で、認知症は言語理
解に問題を抱える事例も報告されています。つ
まり従来の誤信念課題では、認知症はこころの
理論そのものに問題を抱えているのか、それと
も言語的に課題を理解することができないのか
を判別することができません。言語的な応答を
求める誤信念課題を用いるのみでは、認知症の
障害のメカニズムを理解するうえでは不十分で
あるといえます。

【２．本研究の目的】
　本研究では上記の課題を解決するため、極力
言語的な説明を必要としない誤信念課題を開発
し、言語的な応答の代わりに視線を測定するア
イトラッカーを用いたアプローチ方法を試みて
います。具体的には、動画化した誤信念課題を
視聴している際の認知症患者と健常高齢者の
視線パターンを比較し、認知症患者固有の視線
の動き方をあぶり出すことで、認知症のメカニ
ズムの解明および早期発見に向けた基礎データ
を得ることを目指しています。本研究で得られ
る知見は認知症の診断に役立つだけでなく学術
的・社会的に貢献できる成果となるでしょう。

（注）「科学研究費」の応募件数、採択件数、採択率の推移〈 https://www.jsps.go.jp/file/storage/kaken_27_kdata_g_2827/2-1_r6.pdf 〉の採択率に基づく

研究課題

（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
）

基
盤
研
究

一人又は複数の研究者が共同して行う独創的・先駆的な研究
（期間3〜5年間、応募総額によりA・B・Cに区分）
（A）2,000万円以上5,000万円以下　（B）500万円以上2,000万円以下
（C）500万円以下

（
開
拓
・
萌
芽
）

挑
戦
的
研
究

一人又は複数の研究者で組織する研究計画であって、斬新な発想に基づき、これまでの
学術の体系や方向を大きく変革・転換させることを志向し、飛躍的に発展する潜在性を有
する研究計画
なお、（萌芽）については、探索的性質の強い、あるいは芽生え期の研究計画も対象とする
（開拓）期間3～6年間、500万円以上　2,000万円以下
（萌芽）期間2～3年間、500万円以下

若
手
研
究

博士の学位取得後8年未満の研究者が1人で行う研究。なお2019年度時点では、
39歳以下の博士の学位を未取得の研究者が1人で行う研究も対象
期間2〜4年間、500万円以下

総額1億5224万円を獲得

こころの理論に焦点をあてた
認知症の障害解明と早期検出の試み

花塚 優貴 講師
●� 課題番号：22K13879
●� 種別：若手研究
●� 期間：３年
●� 主たる担当科目： 

 心的情報処理論／
　 適応の心理学
● 4,550千円 
　 （ 直接経費：3,500千円 ） 
   　間接経費：1,050千円

図：こころの理論を調べる誤信念課題（通称：サリーとアン課題）
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科学研究費助成事業（科学研究費補助金・学術研究助成基金助成金）　注）2024年度採択分も含む

［2024年度］教 員 研 究 業 績 一 覧
＊教員からの報告に基づく

＊北海学園学術情報リポジトリ（HOKUGA）
http://hokuga.hgu.jp/dspace/
このサイトでは経営論集など北海学園大学で作成され
た、教員による各種学術情報を広く公開致しています。

認定学会誌掲載者論文（国内外）
⃝浦野 研 ・英語力ランキング批判: EF-EPI・TOEFL スコア・英語教育実施状況調査(共著)／中部地区英語教育学会紀要第54号

⃝花塚 優貴 ・ヒトの時間認知機構と神経疾患overview(共著)／脳神経内科　100巻6号
・認知症患者における時間認知障害(共著) ／脳神経内科　100巻6号

⃝金 倫廷 ・Relationship Between Organizational Identification and Employee Perceptions of the Dynamic Capabilities of Leading 
　Executives(共著)／BAM2024 Conference Proceedings

⃝今野 喜文 ・「オープン・イノベーションのジレンマ‐スタートアップと大企業とのオープン・イノベーション成功の条件」(共著)／『三田商学研究』第67巻
　第5号

⃝村上 始 ・コロナ禍およびポストコロナにおける規範的意思決定の数理モデルとその実証分析(共著)／保険医療科学第73巻第４号

⃝中川 裕美 ・Association between support of basic psychological needs and stress response as mediated by motivation 
　for solitude.(共著)／PLOS ONE　19(6): e0304846

⃝田中 勝則　 ・Can online interactions reduce loneliness in young adults during university closures in Japan? The directed acyclic graphs 
　approach(共著Kohei Kambara et al. 76人中第62著者）／Asian Journal of Social Psychology

著　書
⃝�伊藤 友章 ・『クリティカル・マーケティング : ここが変だよ?!マーケティング』／創成社

⃝�春日 賢 ・『もう一人のドラッカー「新しい社会」への物語―』／青灯社

⃝�今野 喜文 ・『経営戦略集中講義』／中央経済社

⃝�田中 勝則 ・『新版カウンセリング心理学ハンドブック』／金子書房

⃝中川 裕美 基盤研究(C) ・文化進化と文化的群淘汰を支える多数派同調バイアス

⃝中村 暁子 若手研究
基盤研究(B)

・女性のワーク・キャリア形成における社会的アイデンティティの貢献
・ワインスタートアップの経営資源獲得戦略

⃝花塚 優貴 若手研究 ・こころの理論に焦点をあてた認知症の障害解明と早期検出の試み

⃝村上 始 若手研究 ・消費者の購買意思決定過程における視線パターンに基づく心理状態の推定に関する研究

⃝近藤 弘毅 基盤研究(C) ・地場産地における産地内競争と産地の長期動態との関連性に関する定量分析

⃝進藤 将敏 基盤研究(C) ・幼児における「人物画の身体動作表現の発達」と「自己の発達」との関連

⃝菅原 浩信 基盤研究(C) ・ふれあいサロンの継続的な運営に求められる参加者の満足度の向上

⃝田中 勝則 基盤研究(C) ・発達段階を踏まえた子どもの過度なゲーム使用を改善する親子関係の解明

⃝浅村 亮彦 基盤研究(C) ・深い学びを保障する学習指導に必要なメタ認知の解明とその養成プログラムの開発

⃝浦野 研 基盤研究(B) ・小学校英語教育に関するエビデンス生成のためのアウトカム指標の開発・検証と公開
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■ 論文を検索するなら ■ �科学研究費補助金による 
 研究を検索するなら

J-STAGE SEARCH KAKEN SEARCH

学内論集

⃝春日 賢  第22巻第1号
 第22巻第2号
 第22巻第3号
 第22巻第4号

・初期の頻出語からみたドラッカー －思想的展開とのかかわりにおいて－
・成果に向けたプログラム策定と体制構築 －『成果をめざす経営』研究（4）－
・エグゼクティブとしてのコミットメント －『成果をめざす経営』研究（5・完）－
・ドラッカーのイノベーション観について －とらえ方と位置づけの変遷をめぐって－

⃝赤石 篤紀  第22巻第2号 ・新規上場市場別にみた新規株式公開企業の特徴

《学園論集》⃝増地あゆみ 第194号 ・�新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のリスク認知と予防行動

⃝田中 勝則  第196号 ・COVID-19パンデミックの長期化が日本人大学生に与えた心理的影響（共著）

《開発論集》⃝進藤 将敏  第115号 ・�「北海道の地域構造と社会課題・地域政策に関する総合的研究」
 〈資料〉発達が「気になる」子どもの理解　－幼児期から思春期までの「発達の連続性」の観点から－

学会発表（国内外）

⃝花塚 優貴 ・The characteristics of post-acute sequelae of SARS-CoV-2 infection focusing on attention features／日本神経学会

⃝�関 哲人 ・統計学の習得状況と高校数学・情報の各単元の履修状況の関係について―
　大学 1 年次科目の履修生に対するアンケート結果に基づく考察―／日本統計学会統計教育分科会・統計教育委員会

⃝金 倫廷 ・Relationship Between Organizational Identification and Employee Perceptions of the Dynamic Capabilities of Leading 
　Executives／British Academy of Management, BAM2024
・"Coexisting Relational Identification: A Single-Case Analysis of Japanese Female Worker"／Standing Conference on 　　
　Organizational Symbolism, SCOS2024

⃝春日 賢 ・ドラッカー経営学とイノベーション―イノベーション観の変遷と意義―／日本経営学会第98回全国大会　

⃝進藤 将敏 ・幼児期における人物画の「動きの表現」の発達に関する研究：実行機能と自己理解との関連／日本教育心理学会第66回総会

⃝菅原 浩信

⃝�村上 始
　（他計８件）

⃝中村 暁子
　（他計４件）

・"Coexisting Relational Idenitification: A Single Case Analysis of Japanese Female Worker"／Standing 　　
　Conference on Organizational Symbolism Annual Conference 2024
・"Transforming Winery Resource Acquisition through Electronic Communication"／Asia Pacific Conference on   
   Information 　Management 2024

・学生と社会人の相互作用を通じたキャリア意識の経時的変化の検討／経営情報学会2024年全国研究発表大会
・店舗内における非計画購買と商品選択課題における視線のパターンの関係について／第２０回日本感性工学会春季大会

・ふれあいサロンの参加者における満足度の向上／日本NPO学会
・地域課題の解決に向けたアクティブ・ラーニングのあり方／日本地域政策学会

⃝�伊藤 友章 ・『クリティカル・マーケティング : ここが変だよ?!マーケティング』／創成社

⃝�春日 賢 ・『もう一人のドラッカー「新しい社会」への物語―』／青灯社

⃝�今野 喜文 ・『経営戦略集中講義』／中央経済社

⃝�田中 勝則 ・『新版カウンセリング心理学ハンドブック』／金子書房

《経営論集》
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経営学部教員・職員一覧［2025年度］

教員

［担当科目の属性］

組…組織・マネジメント
戦…戦略マーケティング
会…会計・ファイナンス
情…情報

❶ 主な担当科目
❷ 研究テーマ
❸ 在学生・保護者に向けて

心…心理
英…英語
体…体育

教授

組

教授

組

教授

組

教授

組

准教授

組

石嶋 芳臣	 Yoshiomi Ishijima

 企業論／コーポレート・ガバナンス
 株式会社における所有と支配・

統治に関する比較制度論的研究
 冷徹なビジネスの世界にこそ、信

頼やコミュニケーションが不可欠で
ある点を理解し、如何に自分がある
べきか、何をすべきかを学んで欲しい
と思います。

菅原 浩信	Hironobu Sugawara

 非営利事業論／公共経営論
 民間非営利組織や公企業のマネジメ

ント、地域活性化に向けたビジネス、コミュニ
ティ・カフェや地域サロンのマネジメント、まちづ
くり組織や地域プラットフォームのマネジメント
 ただ「覚える」ことではなく、「調べる」「考え

る」「まとめる」「伝える」ことを重視し、「卒業し
てからも役に立つ」教育をしていくつもりです。

菅原 秀幸	Hideyuki Sugawara

 国際経営／グローバル・ビジネス
 途上国貧困層の課題をビジネス

で解決するアプローチを研究。
 グローバル時代と言われる今日、

世界を視野にいれて、共に脳みそに
汗をかきましょう。

春日 賢	 Satoshi Kasuga

 経営学説史／現代マネジメント理論
 企業社会の特質と展開、マネジ

メントの社会的あり方に関する研究
 経営学でもっとも重要なのは、諸

「知識」を単なるスキルで終わらせ
ず、総合・応用して自分なりの「知
恵」にすることです。未来を見据え、
日々活かしていきましょう。

教授

組

近藤 弘毅	 Hiroki Kondo

 経営史／経営システム
 地域企業の独自能力の開発、

進化論的パースペクティブ
 経営学は、企業や組織という人

間が生涯で最も長く付き合う仕組み
について学ぶ学問です。経営学を
学ぶことで人生の大きな部分を良く
することができるはずです。

教授

組

大石 雅也	 Masanari Oishi

 人的資源管理／キャリア・マネジ
メント
 日本的雇用慣行に関する研究
 「人的資源管理」が専門という

ことで、学部生のキャリア教育や就
活支援に関する業務を担うことが
多く、講義では「サラリーマンの働き
方」を中心に話しています。

教授

組

佐藤 大輔	 Daisuke Sato

 経営管理Ⅰ，Ⅱ
 組織における創造性に関する研究
 学生のみなさんには、大学生活で

「勉強」とは異なる「研究」を知り、
常識を超えタブーを覆す力強い社会
人になってほしいと思います。

中村 暁子	 Tokiko Nakamura

 経営組織／組織文化
 組織とジェンダーに関する研究
 学生の皆さんが学問をすること

の楽しさを感じていただけるよう、お
手伝いをさせていただきます。好奇
心を持ち、目の前で起きる様々な現
象に対して感じる疑問を、一緒に探
究していきましょう。

今野 喜文	 Yoshifumi Konno

 ベンチャー経営／経営戦略Ⅰ，Ⅱ
 イノベーション ベンチャー・中小

企業
 学生にとって、楽しく、わかりやす

い講義を心がけています。宜しくお
願い申し上げます。

下村 直樹	 Naoki Shimomura

 マーケティング・コミュニケーショ
ン／広告論
 広告戦略、および、広告効果に

関する実証分析
 4年間という限られた時間です

が、生きていく中で無駄ではなかった
と後から思えるよう、有効に使ってく
ださい。

金 倫廷	 Yunjeong Kim

 企業行動／日本企業論
 組織アイデンティティとアイデン

ティフィケーションに関する研究
 経営学部の教員として、学生のみなさ

んが常に問題意識をもって多様な視点か
ら「物事を自ら考え、それを他人に伝え、行
動する」ことの一助となるよう努めていきた
いと思います。よろしくお願いいたします。

伊藤 友章	 Tomoaki Ito

 マーケティング／マーケティング
戦略
 競争優位の説明モデルの探究
 主体的に学ぶということの意味

を考えていきましょう。4年間の学び
を充実したものにしていくには、最後
はやはり学生さん自身がその気にな
れるかどうかにかかっています。

教授

戦

教授

戦

教授

戦

准教授

戦

赤石 篤紀	 Atsunori Akaishi

 ファイナンス／コーポレート・ファ
イナンス
 新興企業の財務構造
 授業や演習での学びを通じて、

将来、より多くの判断材料、より多く
の選択肢をもてるようになってもらい
たいと考えています。

教授

会

庄司 樹古	 Tatsuhisa Shoji

 簿記Ⅰ，Ⅱ
 会計基準の基礎概念に関する

研究
 武者小路実篤の言葉

「もう一歩。いかなる時も自分は思
う。もう一歩。今が一番大事なとき
だ。もう一歩。」学生時代における
「もう一歩」を共に歩みましょう。

教授

会

今村 聡	 Satoshi Imamura

 原価計算／工業簿記
 短期損益計算論
 大学生活を満喫していただいて

良いのですが、やはり勉強を忘れな
いでください。

教授

会

天笠 道裕	Michihiro Amagasa

 経営情報／システム戦略
 経営情報システムの設計と開発
 人生においては、様々な事柄が

生じると思われます。それらと正面か
ら対峙するにあたっては人間力が重
要となります。これらを焦らず丁寧に
一緒に醸成しましょう。

教授

情

上田 雅幸	 Masayuki Ueda

 情報処理／情報科学
 “サービス”としてみた意思決定

支援に関する研究
 大学は、様々なことについて学

ぶことができる場です。現在関心を
持っていることだけでなく、いろんなこ
とに興味を持って取り組んでみてく
ださい。

教授

情

川津 大樹	 Daiki Kawazu

 財務会計/財務分析
 財務会計の概念フレームワー

ク、サステナビリティ報告
 会計学や経営学は、実際の企

業行動・ビジネスが対象分野です。
講義では、実務と理論の繋がりを意
識しながら学んでいただきたいと思
います。

講師

会

村上 始	 Hajime Murakami

 消費者行動／マーケティング・リサーチ
 数理モデルを用いた意思決定研究
 普段のお買い物など、日常生活

との関わりが深いテーマですので、
授業では、身の回りの出来事を取り
あげて、学問を身近に感じ、興味を
持ってもらえるようにできればと思っ
ています。

戦

准教授
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職員

講師
花塚 優貴	 Yuki Hanazuka

 心的情報処理論／適応の心理学
 霊長類における非言語的な認知機能研究
 講義で教わる内容を全て理解す

ることは難しいですが、それらを日常生
活と結びつけて考えられたとき、より充
実した人生を送ることができます。その
ような場面を１コマでも多く作れる機会
を提供していけたらと考えています。

福永 厚	 Atsushi Fukunaga

 経営科学／オペレーションズ・リサーチ
 組織における情報コミュニケー

ションとマルチメディア技術の活用
 ネット社会は危険に満ち溢れて

います。不審なメールは開かない、不
用意な発言はしない、セキュリティ対
策を万全にするなどして被害にあわ
ないようにしましょう。

教授

情

関 哲人	 Norihito Seki

 経営統計学概論Ⅰ，Ⅱ／情報シス
テム、データベース
 組織における情報システム活用

の実態調査
 統計学などの情報の科目を担当

しております。学んだことを自分自身に
どう役に立てていくかを、学生に意識
してもらうことを、心掛けております。

教授

情

浅村 亮彦	 Akihiko Asamura

 教育心理学Ⅰ，Ⅱ
 空間の理解・記憶過程に関する

認知心理学的研究
 教職課程担当教員として、教員

免許取得を目指す全学の学生を指
導しています。教職への道は大変で
すが、その夢をサポートできるような
指導を心がけています。

教授

心

鈴木 修司	 Syuji Suzuki

 行動科学／行動意思決定論
 意思決定に関する比較心理学

的研究
 こんにちは、経営学部です。高校

までとは違う勉強をしたい人、自分の
力を伸ばしたいと思っている人、北
海道以外にも興味のある人。そんな
人を探しています。

教授

心

増地 あゆみ	Ayumi Masuchi

 組織心理学／チームの心理学
 リスク認知と意思決定に関する

心理学的研究
 新しく何かを始めるのに遅すぎる

ことはないと思います。社会の動き
に目を向けながら、考えるだけではな
く、是非、具体的な行動に移してほ
しいです。

教授

心

佐藤 淳	 Jun Sato

 学習心理学／問題解決の心理学
 抽象的知識の獲得とその使用

に関する心理学的研究
 大学ではぜひ「学問」をしましょ

う。私たちは、次代の担い手たる皆
さんに、持てるかぎりの「知識」と「文
化」を提供します。もれなく受け取っ
てください。

教授

心

中川 裕美	 Yumi Nakagawa

 社会心理学Ⅰ・Ⅱ
 社会集団の協力行動に関する研究
 大学生活で学んだ知識が「いつ

役立つか」には個人差があります。
卒業後数年、数十年先かもしれませ
ん。その時がくるまで皆さんの心に残
る知識をお伝えしたいと思います。

講師

心 心

進藤 将敏	 Masatoshi Shindo

 認知心理学／生涯発達心理学
 幼児期における描画発達と認

知機能の関連
 授業では乳幼児期から高齢期ま

で幅広い対象の心理について、初
学者でも分かりやすいように解説し
ています。心理学の知識を増やして
人生をより豊かにしましょう。

准教授

心

田中 勝則	 Masanori Tanaka

 人間関係論
 心身の健康の維持・増進・回復

のための臨床心理学的研究
 できない理由よりも、「どうすれば

できるかな？」と前向きに物事を考え
られる人材の育成に努めていけれ
ばと考えています。全学の学生相談
のカウンセラーも担当しています。

教授

心

石井 晴子	 Haruko Ishii

 総合実践英語
 海外への派遣を伴う国際交流・

教育プログラムの教育的効果検証
 学生時代に様々な冒険、経験を

して自分の限界を広げておくのはと
ても重要なことです。異なった地域、
国、価値観にどんどん触れて強くしな
やかな人に成長して欲しいです。

教授

英

教授
マツネ・マーク	Mark Matsune

 総合実践英語
 CALLソフトウェアの実践と評価

および言語学習について
 本学部の「総合実践英語」で

は、あらゆる授業で必要となっている
「コンピューターを利用した学習」を
取り入れ、より実り多いものにする
工夫をしています。

英

教授
青木 千加子	 Chikako Aoki

 オーラルコミュニケーション
 インタラクションと言語習得との

関連性
 学生のみなさんの健やかな学生

生活と学業の充実を支援していきた
いと思います。

英

教授
伊熊 克己	 Katsumi Ikuma

 体育実技
 ライフスタイルと健康に関する研究
 日頃、私はライフスタイル（生活

習慣）と健康の関わりについての調
査研究をしています。健康生活を維
持するためにも望ましい生活習慣を
継続していきましょう。

体

教授
田中 昭憲	 Akinori Tanaka

 体育実技
 思春期の子どもの疾走能力に

ついて
 活動的な生活を送ることは、心

身の健康にとても重要です。体育実
技、健康とスポーツの科学Ⅰ・Ⅱ（講
義）を通じて、身体活動の正しい知
識と技能を身につけましょう。

体

准教授
吉田 充	 Makoto Yoshida

 体育実技
 骨格アライメントとスポーツパフォー

マンスの関係、スノースポーツ指導
法、および野活動経験による心理的
効果、メンタルトレーニングの効果
 卒業時に、「この４年間の積み重ね

が生きている」と自信を持って言えるよう、
新たなステージで一緒にがんばりましょう。

体

書記
藤原 豪士	 Goshi Fujiwara

●学ぶことに限度はありません。楽しく
学び、多くの経験を通して充実した4
年間を過ごせるよう全力でサポートし
ます！

主任
新田 遼	 Ryo Nitta

い （意）欲的に大学生でしか経験で
きないことに取り組み、自分を成長さ
せる大学生活にしてください。

事務長
岡本 泰典	 Yasunori Okamoto

けい（経）営学部の在学中に、多様
な分野の学問を学び、アルバイトな
どで社会経験を積んで、将来の糧と
してください。

係長
滝本 広太	 Kota Takimoto

い Impressed student life ! 様々
な経験を積んで、素敵な4年間を
送ってください ! 

事務員
布川 幹子	 Mikiko Nunokawa

●ぶじに学生生活が送れるよう、窓口
でアシストします。

主任
土井 緋佳留	 Hikaru Doi

えい（英）語・組織・会計・情報・心理
学等、経営学の基礎を幅広く身に
着けて、将来の選択肢を広げましょ
う。

職員

浦野 研	 Ken Urano

 総合実践英語
 二言語習得。特に大人とこども

の持つ言語能力の相違点の解明
 経営学部の総合実践英語・ビジ

ネス英語科目は仕事も含め日常生
活の中で英語を使えるようになること
を目指しています。

教授

英
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表紙 ▶バックナンバー  
https://ba.hgu.
jp/publication/

passages/

 大平義隆先生最終講義

　マーケティングの基礎とされ
る理論を勉強した社会人が、早
速勉強したことを実践の場で
役立てようとした時に感じる違
和感。例えば、社内でわが社の
SWOT分析をやってみたが、ダ
ラダラと長いリストが作成される
だけに終わってしまった。あるい
は流行りの戦略やマーケティング
の新しい考え方を実践するPTメ
ンバーに選ばれたが、どうもこの
新しい考え方、考えれば考えるほど結局当たり前の話なんじゃな
いのかと頭を抱える（「ウチの経営幹部はすぐに思いつきで押し
付けるからナー」）。そして学部生の皆さんもPBLなどの実践的な
プログラムを経験した時にやはり学んだことをそのまま上手く応
用できないことにぶつかるなんてこともあるでしょう。
　そんな人が本書を読んだ時に「あーやっぱりそうなんだね」
「ですよね」と膝を打つ、本書はそんな理論と実践の乖離という
状況をイメージしながら現代のマーケティング理論の課題をやや
クリティカルに整理した書といえます。しかし読者の皆さんに誤
解しないでほしいのは、実務に適合しない理論や知識なのなら最
初から勉強する必要はないということではないということです。
既存の理論や知識に問題があるのなら「どこまでそれが通用しど
こからが何故通用しないのか」を深く考えるということ、マーケ
ティングのリアルな場での洞察をより深め、実社会に対してより
有益な示唆をもたらす理論の手掛かりもとめて「探求をする」と
いうことにつなげてほしいのです。本書の執筆者はそのきっかけ
にもなることを願っているのです。

学生による事業運営

　2025年3月をもって定年退職された大平義隆先生の最終講義
が2025年1月28日に挙行されました。「経営を科学する」をテー
マとして、学部生や大学院生をはじめ、大平先生の教え子である
他大学の先生方、本学教職員など、多くの聴講者の出席があり、こ
れまでの先生の研究・教育活動の集大成となる最終講義でした。

大平義隆先生の最終講義が挙行されました

『クリティカル・マーケティング』
首藤禎史・長谷川博・伊藤友章・野木村忠度・河内俊樹(著)　
創成社　2024年5月刊行
日本経営診断学会 研究奨励賞受賞
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　本学のスタートアップ支援室では、全学の学生向けに様々な起
業支援や起業体験の支援や教育を行っています。その中で、経営
学部の学生が学内でのカフェ経営にチャレンジしています。
　附田楽夏さんは「頑張る学生のスイッチをそっとつけるような
カフェ」をコンセプトに「Cafe TURN ON」を開業しています。
また、岡田さちさんと品田理彩子さんはNPO法人ezorockとのコ
ラボで「カフェrêverie（レヴリ）」を開業し、石狩市浜益区の名物
「手焼きどら焼き」など販売しました。
 　両者ともゼミでのプロジェクトとは関係なく、自ら手を挙げて
普段の経営学部での学習を実践して成果を上げています。スター
トアップ支援室のサポートを受けられるのは、経営学部の学生に
限りませんが、「スタートアップ支援講座」、「ビジネスデザイン
実践講座」に参加することで、日ごろの学びを実践に生かしてみ
てはいかがでしょうか。

学内でカフェ経営にチャレンジ！

最新刊情報

https://hgu-startup.jp

卒業
入学

  NHK大学セミナー開催
ビジネスデザイン実践講座で「                                  プロフェッショナル
仕事の流儀大学生応援塾」が行われました

　第1学期水曜5時限目に開講されている「教養科目特別講義（ビ
ジネスデザイン実践講座）」において、５月２８日（水）にNHK大学
セミナーとの連携授業が実施されました。「プロフェッショナル–仕
事の流儀」制作スタッフをゲストに迎えてトークセッションが行わ
れ、186名の学生が参加しました。学生からは「どのように取材対
象を探しているのか」など多くの質問が寄せ
られ、会場は熱気に包まれました。

2024年度卒業式 2025年度新入生海外総合実習（ハワイ大学マノア校）

附田楽夏さん（佐藤大輔ゼミ、札幌国際情報高校、2023年度入学）　

写真： 左：岡田さちさん（今野喜文ゼミ、札幌旭丘高校、2023年度入学）
　　　右：品田理彩子さん（伊藤友章ゼミ、藤女子高校、2023年度入学）

写真：最終講義終了後
にゼミ生から花束が贈
られました。


